
　

維
新
の
西
野
候
補
は
、
父

親
の
西
野
あ
き
ら
氏
が
自
民

党
の
党
籍
を
持
っ
た
ま
ま
辞

任
し
て
い
る
の
で
、
父
親
の

「
雇
用
再
生
」訴
え
る
ヒ
グ
チ

て
ら
や
ま　

庶
民
の
声
代
弁

　

12
月
16
日
㈰
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
向
け
て
、
大
阪
13
区（
東
大
阪
市
）で
も
５
名
の
立
候
補
者
が
、
そ

れ
ぞ
れ
１
議
席
を
め
ざ
し
て
舌
戦
を
展
開
し
て
い
る
。
終
盤
ま
で
の
情
勢
と
し
て
は
、
知
名
度
の
あ
る
西

野
こ
う
い
ち
候
補
（
維
新
）が
一
歩
リ
ー
ド
し
て
お
り
、
自
民
前
議
員
の
突
然
の
辞
任
で
急
遽
、
出
馬
し
た
、

か
み
や
ソ
ウ
ヘ
イ
候
補（
自
民
）が
激
し
く
追
っ
て
い
る
展
開
と
な
っ
て
い
る
。

（
自
民
）。12
月
７
日
㈮
に
は
、

自
民
党
参
院
議
員
の
世
耕
弘

成
氏
が
近
鉄
長
瀬
駅
前
で
、

同
日
午
後
１
時
か
ら
は
、
近

鉄
布
施
駅
前
で
自
民
党
青
年

局
長
の
小
泉
進
次
郎
氏
が
そ

れ
ぞ
れ
、
か
み
や
候
補
支
援

の
街
頭
演
説
を
行
っ
た
。

　

東
大
阪
市
の
自
民
党
系
市

議
ら
約
10
名
も
支
援
活
動
を

し
て
い
る
が
、
名
前
の
浸
透

が
ど
こ
ま
で
投
票
日
ま
で
に

行
え
る
か
が
カ
ギ
。「
内
需
拡

大
」と「
日
本
を
取
り
戻
す
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
当

選
圏
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

民
主
前
の
ヒ
グ
チ
俊
一
候

補
は
、
比
例
区
選
出
議
員
と

し
て
３
年
間
活
動
し
た
実
績

を
踏
ま
え
、道
州
制
賛
成
、原

発
の
再
稼
働
は
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
見
通
し
が
つ
く
ま
で

必
要
と
の
立
場
で
、
景
気
回

復
を
強
く
訴
え
て
い
る
。

　

寺
山
初
代
候
補
（
共
産
）

は
、
12
月
３
日
㈪
に
開
か
れ

た
公
開
討
論
会
で
も
、
平
易

な
言
葉
で
庶
民
の
目
線
で
共

産
党
の
施
策
を
訴
え
、
支
持

拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

　

告
示
日
に
突
如
、
立
候
補

の
届
出
を
し
た
、
さ
ら
た
幸

市
候
補（
無
所
属
）は
、
総
合

住
宅
設
備
会
社
の
経
営
者
の

立
場
か
ら
、
公
共
・
民
間
工

事
の
発
注
拡
大
で
景
気
回
復

を
訴
え
て
い
る
。

　

第
32
回
布
施
戎
２
０
１
３

年
度
福
娘
コ
ン
テ
ス
ト
（
布

施
商
店
街
連
絡
会
主
催
、
平

井
良
彦
会
長
）で
、
ミ
ス
福

娘
に
選
ば
れ
た
同
志
社
大
学

４
年
生
の
中
野
由
美
子
さ
ん

（
和
泉
市
、22
）ら
３
人
が
３

日
、
東
大
阪
市
役
所
を
訪
れ
、

野
田
義
和
市
長
に
福
娘
と
し

て
の
抱
負
を
語
っ
た
。

　

今
年
の
福
娘
コ
ン
テ
ス
ト

に
は
関
西
を
中
心
に
約
５
０

０
名
が
応
募
。
書
類
・
写
真

審
査
を
通
過
し
た
30
名
が
２

日
、
近
鉄
布
施
駅
前
商
店
街

の
「
街
の
駅
ク
レ
ア
ホ
ー
ル

・
ふ
せ
」に
登
場
。
出
場
者
は

白
衣
に
赤
い
袴
の
巫
女
装
束

で
自
己
Ｐ
Ｒ
や
ス
ピ
ー
チ
な

ど
を
披
露
し
、
声
の
大
き
さ
、

明
る
さ
、
自
己
表
現
力
な
ど

域
を
中
心
に
全
市
的
な
後
援

会
活
動
が
フ
ル
回
転
し
て
優

位
に
立
っ
て
い
る
。

　

西
野
候
補
を
激
し
く
追
っ

て
い
る
の
が
、
か
み
や
候
補

布
施
戎  

ミ
ス
福
娘
３
人

13区終盤の情勢13区終盤の情勢
西野  優位、追い上げる、かみや  

（
維
新
）

（
自
民
）

表
面
上
の
応
援
は
得
ら
れ
な

い
が
、
祖
父
・
西
野
米
太
郎

氏（
元
府
会
議
長
）以
来
、
50

余
年
の
政
治
家
一
家
の
知
名

度
が
あ
り
、
地
元
の
河
内
地

お
知
ら
せ

　

本
日
号
で
年
内
発
行
は
終
わ
り
ま
す
。
新
年

号
は
元
旦
に
発
行
致
し
ま
す
。

　

来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
大
阪
新
聞
社

さらた幸市候補

（左から）西野、ヒグチ、かみや、てらやま各氏

立
候
補
者

13
区
（
東
大
阪
市
）

さ
ら
た
幸
市 

64 

無　

 

新

ヒ
グ
チ
俊
一 

61 

民
主 

前

寺
山　

初
代 

57 

共
産 

新

西
野
こ
う
い
ち 

43 

維
新 

新

か
み
や
ソ
ウ
ヘ
イ 

35

　
　
　
　
　
　
　

自
民 

新

東大阪市議会 平成24年第4回定例会（12月3日分）態度確認表

認定
第13号

議　案　名

平成23年度東大阪市一般会計決算認定の
件（継続審査事件） ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ 認定

認定
第14号

平成23年度東大阪市国民健康保険事業特
別会計決算認定の件（継続審査事件） ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ 認定

認定
第15号

平成23年度東大阪市奨学事業特別会計決
算認定の件（継続審査事件） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 認定

認定
第16号

平成23年度東大阪市財産区管理特別会計
決算認定の件（継続審査事件） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 認定

認定
第17号

平成23年度東大阪市公共用地先行取得事
業特別会計決算認定の件（継続審査事件）◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 認定

認定
第18号

平成23年度東大阪市交通災害共済事業特
別会計決算認定の件（継続審査事件） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 認定

認定
第19号

平成23年度東大阪市火災共済事業特別会
計決算認定の件（継続審査事件） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 認定

認定
第20号

平成23年度東大阪市介護老人保健施設特
別会計決算認定の件（継続審査事件） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 認定

認定
第21号

平成23年度東大阪市介護保険事業特別会
計決算認定の件（継続審査事件） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 認定

認定
第22号

平成23年度東大阪市母子寡婦福祉資金貸
付事業特別会計決算認定の件（継続審査事件） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 認定

認定
第23号

平成23年度東大阪市後期高齢者医療特別
会計決算認定の件（継続審査事件） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 認定

認定
第24号

平成23年度東大阪市水道事業会計決算認
定の件（継続審査事件） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 認定

公

明

党

日

本

共

産

党

自

由

民

主

党

自
民
党
ク
ラ
ブ

民
主
東
大
阪
議
員
団

真

正

議

員

団

自
民
党
清
新
会

さ
わ
や
か
な
風

緑

風

会

東
大
阪
発
祥
の
会

桔

梗

の

会

み

ら

い

の

会

議

決

結

果

議

案

番

号

東大阪市会の常任・特別など関係会議の報告

［特別委員会］

　東大阪市議会の常任・特別・議会運営委員会、都市議会関係諸会議動向報告書が、このほど
公表された。

◯11月8日、13日、14日、15日、21日、22日　決算審査特別委員会
　平成24年第３回定例会で閉会中の継続審査に付された23年度決算認定の件14件及び平成23年度未処
　分利益剰余金処分の件について審査を行った。

［議会運営委員会］
◯11月26日
　第４回定例会の提出予定案件、会期、日程及び初日の本会議進行順序について審査を行った。

［組合議会、協議会］
◯11月19日　東部大阪治水対策促進議会協議会
　浜議員、鳴戸議員、川光議員、浅川議員、大野議員が出席し、平成24年度中央陳情及び府要望書提出に
　ついて審議を行い、承認をした。
◯11月19日　東大阪都市清掃施設組合議会第２回定例会
　樽本議員、河野議員、内海議員、江越議員、浅川議員が出席し、議長選挙を行い内海議員が当選した。
　次いで副議長選挙を行い江越議員が当選した。次いで平成23年度一般会計決算認定の件、一般廃棄
　物処理施設の技術管理者の資格を定める条例制定の件及び監査委員選任の同意を求める件について
　審議を行い、いずれも認定、同意または原案どおり可決をした。
◯11月26日　恩智川水防事務組合議会第２回定例会
　嶋倉議員、菱田議員、田口議員が出席し、平成23年度会計決算認定の件、平成24年度会計補正予算（第
　１回）及び監査委員選任の同意を求める件について審議を行い、いずれも認定、同意または原案どお
　り可決をした。次いで議長選挙及び副議長選挙を行い、田口議員が副議長に当選をした。
◯11月27日　大阪府都市競艇組合議会第３回定例会
　寺田議員が出席し、平成23年度歳入歳出決算認定の件について審議を行い、認定をした。

⑴
設
置
目
的

　

市
民
か
ら
不
正
受
給
等
の

情
報
を
収
集
し
、
更
な
る
生

活
保
護
行
政
の
適
正
化
に
努

め
、
生
活
保
護
制
度
へ
の
信

頼
と
東
大
阪
市
民
の
信
頼
確

保
を
図
る
。

⑵
業
務
の
概
要

　

東
大
阪
市
で
は
、
９
月
に

「
東
大
阪
市
生
活
保
護
行
政

適
正
化
行
動
計
画
」
を
策
定

し
、
生
活
保
護
制
度
へ
の
信

頼
確
保
と
市
財
政
負
担
の
軽

減
を
め
ざ
し
て
い
る
。今
回
、

そ
の
取
組
の
目
玉
事
業
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
生
活
保
護
情

報
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
12
月

17
日
よ
り
設
置
す
る
。

　

生
活
保
護
情
報
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
で
は
、
市
民
の
皆
様
か

ら
広
く
、
不
正
就
労
や
暴
力

団
員
の
生
活
保
護
の
受
給
、

貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
っ
た
悪

質
な
疑
い
の
あ
る
情
報
や
生

活
が
困
窮
し
て
い
る
の
に
市

に
相
談
し
て
い
な
い
疑
い
の

あ
る
情
報
を
募
る
。

　

当
該
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
、

特
別
相
談
員
で
あ
る
警
察
Ｏ

Ｂ
の
職
員
と
生
活
保
護
適
正

化
担
当
の
職
員
が
受
付
を
行

う
。

　

ま
た
、
頂
い
た
情
報
に
は

速
や
か
に
調
査
し
、
特
に
悪

質
な
場
合
は
告
訴
等
の
毅
然

と
し
た
対
応
を
組
織
的
に
行

う
。

⑶
設
置
日
時

①
設
置
日　

12
月
17
日
㈪

②
受
付
時
間　

開
庁
日
の
９

時
〜
17
時
半

③
電
話
番
号　

０
６
・
４
３

０
９
・
３
１
８
９
（
FAX
０
６
・

４
３
０
９
・
３
８
１
５
、メ
ー

ルseifuku@city.higashi
osaka.lg.jp

）

④
市
民
へ
の
周
知　

市
政
だ

よ
り
（
Ｈ
24
・
12
・
15
日
号
）、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
公
共
施

設
等
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
載
、

民
生
委
員
等
へ
の
チ
ラ
シ
配

布

東
大
阪
市
生
活
保
護
情
報

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

12
月
17
日

か
ら

東
大
阪
市
長
を
訪
問

を
競
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
第
32
代
目
の

ミ
ス
福
娘
に
中
野
由
美
子
さ

ん
、
準
ミ
ス
福
娘
に
関
西
大

学
３
年
生
の
庄
田
彩
乃
さ
ん

（
吹
田
市
、21
）と
奈
良
県
立

大
学
３
年
生
の
小
野
茜
さ
ん

（
大
阪
狭
山
市
、21
）が
選
ば

れ
、
そ
の
ほ
か
５
人
が
入
賞

し
た
。

　

金
色
の
烏
帽
子
を
被
り
、

紅
白
の
巫
女
姿
で
市
役
所
を

訪
れ
た
３
人
に
、
野
田
市
長

は
「
布
施
戎
で
は
体
調
を
整

え
て
万
全
を
期
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
ミ

ス
福
娘
の
中
野
さ
ん
は
「
み

な
さ
ん
に
福
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
笑
顔
で
精
一
杯
が
ん

ば
り
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ

た
。

　
　
　
　
　
　

福
娘
の
３
人

　
　
　
　
　

は
、
来
年
１
月

　
　
　
　
　

９
日
か
ら
11
日

　
　
　
　
　

ま
で
、
布
施
戎

　
　
　
　
　

神
社
で
開
催
さ

　
　
　
　
　

れ
る　「
布
施
戎
」

　
　
　
　
　

で
福
笹
の
販
売

　
　
　
　
　

を
手
伝
う
ほ
か
、

　
　
　
　
　

今
後
１
年
間
商

　
　
　
　
　

店
街
や
警
察
、

　
　
　
　
　

商
工
会
議
所
な

　
　
　
　
　

ど
が
主
催
す
る

　
　
　
　
　

地
域
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　

に
参
加
す
る
。

左から小野さん、中野さん、庄田さん

（共新）

（民前）



　

大
阪
市
西
区
京
堀
町
の
う

つ
ぼ
公
園
に
面
し
た
ビ
ル
の

２
階
に
あ
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
洋
服
店
St
・
Ｏ
Ｄ
Ｉ
Ｍ

（
セ
ン
ト
オ
ー
デ
ィ
ン
）
の

朝
礼
を
取
材
。
店
に
入
る
と

元
気
の
良
い
出
迎
え
が
。
出

迎
え
を
し
て
く
れ
た
の
は
愛

老
弁
護
士
の
散

弁
護
士　

忠
海
弘
一

老
弁
護
士
の
散
歩
道
【 　

】
21

藤
田
美
術
館
を
訪
れ
る

藤
田
美
術
館
を
訪
れ
る

　

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
都
島
の
藤
田
美
術
館
の
名
品
が

出
た
。
常
設
館
で
は
な
く
春
と
秋
の
三
ヵ
月
間
の
み
特
別

展
示
を
す
る
ら
し
い
。
テ
レ
ビ
で
出
た
名
品
も
展
示
し
て

い
る
か
分
か
ら
な
い
が
行
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
最
寄

り
の
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
を
飛
ば
し
て
ま
も
な
く
着
く
。

　

早
速
に
お
目
当
て
の
テ
レ
ビ
に
出
て
い
た
名
品
を
探

す
。
２
点
と
も
展
示
さ
れ
て
い
た
。
幸
運
で
あ
る
。
国
宝

「
曜
変
天
目
茶
碗
」
が
あ
っ
た
。
黒
地
に
星
の
様
な
点
の

模
様
が
出
る
。
そ
し
て
、も
う
１
点
の
「
国
司
茄
子
茶
入
」。

こ
れ
は
伊
勢
の
国
の
国
司
北
畠
氏
が
持
っ
て
い
た
の
で
国

司
と
い
う
名
を
冠
し
て
あ
る
名
品
で
、
天
下
の
一
品
と
称

せ
ら
れ
て
い
た
。

　

最
後
は
酒
井
家
の
所
蔵
品
と
な
り
競
売
に
出
た
。
藤
田

伝
三
郎
と
野
村
得
庵
の
双
方
が
所
望
し
て
、
今
の
時
価
だ

と
20
億
円
の
値
が
つ
い
た
が
、
双
方
譲
ら
ず
に
仲
介
者
に

よ
る
く
じ
引
で
藤
田
が
手
に
入
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
見
れ
ば
茶
壺
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
あ
る
と
思
っ
て

出
て
川
筋
を
歩
く
。
公
園
の
ベ
ン
チ
に
前
歯
の
抜
け
た
野

良
猫
が
い
た
の
で
横
に
休
む
。

　

秋
の
日
は
落
ち
か
け
て
い
る
。
古
句
が
思
い
浮
か
ぶ
。

「
死
神
に
よ
り　

残
れ
た
秋
の
暮
れ
」。
我
が
身
に
つ
い
て

思
い
は
せ
な
が
ら
帰
途
に
つ
い
た
。

く
る
し
い
小
柄
な
オ
ー
デ
ィ

ン
。
実
は
こ
の
オ
ー
デ
ィ
ン
、

人
で
は
な
く
犬
。

　

St
・
Ｏ
Ｄ
Ｉ
Ｍ
の
朝
礼
は

世
界
で
も
珍
し
い
代
表
の
永

井
純
さ
ん
と
犬
オ
ー
デ
ィ
ン

と
の
二
人
朝
礼
。
犬
と
考
え

る
と
一
般
的
に
は
一
人
と
一

匹
と
考
え
る
。
し
か
し
、
永

井
さ
ん
に
と
っ
て
オ
ー
デ
ィ

ン
は
仕
事
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
り
、
朝
礼
も
一
人
と
一
匹

で
は
な
く
二
人
。

　

そ
ん
な
永
井
さ
ん
の
朝
礼

の
特
徴
は
二
つ
。

　

一
つ
は
「
職
場
の
教
養
」

と
い
う
冊
子
を
永
井
さ
ん
が

読
み
、
オ
ー
デ
ィ
ン
が
座
っ

て
聞
く
対
面
式
。
朝
礼
で
一

番
苦
労
し
た
こ
と
は
何
か
と

大
阪
市
西
区
京
町
堀

　
　
　

１
丁
目
13

－

２

　
　
　

藤
原
ビ
ル
２
Ｆ

☎
０
６・
６
４
５
９・
２
３
７
７

St
・
Ｏ
Ｄ
Ｉ
Ｍ永

井　

純

デ
ザ
イ
ナ
ー

　

衆
院
選（
12
月
16
日
開
票
）

が
終
盤
戦
を
迎
え
て
い
る
。

大
阪
府
第
14
区
選
挙
区
（
八

尾
市
・
柏
原
市
・
藤
井
寺
市
・

羽
曳
野
市
）
で
は
、
日
本
維

新
の
会
公
認
の
谷
畑
孝
前
衆

議
院
議
員（
65
）と
自
由
民
主

党
推
薦
の
長
尾
た
か
し
前
衆

議
院
議
員（
50
）が
接
戦
し
て

い
る
。

　

民
主
党
公
認
の
と
り
い
豊

橘
氏（
48
）は
医
師
。
演
説
中
、

倒
れ
た
市
民
を
い
ち
早
く
見

つ
け
応
急
処
置
を
し
救
急
車

を
呼
ん
だ
こ
と
で
、
注
目
を

集
め
て
い
る
。
共
産
党
公
認

の
野
沢
み
ち
あ
き
氏（
64
）は
、

こ
れ
ま
で
に
築
い
て
き
た
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
盤
に

踏
ん
張
っ
て
い
る
。

質
問
し
た
と
こ
ろ
「
朝
礼
を

は
じ
め
た
当
初
、
オ
ー
デ
ィ

ン
に
黙
っ
て
座
っ
て
い
て
も

ら
う
こ
と
」
と
い
う
答
え
が

返
っ
て
き
た
。

　

言
葉
の
意
味
が
わ
か
ら
な

い
オ
ー
デ
ィ
ン
に
対
し
て
、

対
面
式
で
本
を
聞
い
て
も
ら

う
こ
と
は
人
間
が
考
え
て
い

る
以
上
に
難
し
い
。
し
か
し
、

永
井
さ
ん
は
一
人
で
は
な
く

二
人
朝
礼
に
こ
だ
わ
り
、
粘

り
強
く
や
り
続
け
た
こ
と
で

今
で
は
き
ち
ん
と
座
っ
て
二

人
朝
礼
を
行
っ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
特
徴
は
「
感

謝
」
の
朝
礼
。
何
に
対
す
る

感
謝
か
。
そ
れ
は
St
・
Ｏ
Ｄ

Ｉ
Ｍ
を
構
成
し
て
い
る
す
べ

て
の
も
の
。
特
に
印
象
的
な

の
が
「
こ
こ
に
飾
っ
て
い
る

洋
服
一
つ
一
つ
が
St
・
Ｏ
Ｄ

Ｉ
Ｍ
な
ん
で
す
」と
い
う
一

言
。
商
品
一
つ
一
つ
が
自
分

自
身
や
店
と
一
体
で
あ
る
と

い
う
思
い
と
感
謝
が
伝
わ
っ

て
く
る
一
言
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
そ
の
思
い
が
伝
わ

り
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
も
衣

装
提
供
を
す
る
な
ど
、
幅
広

い
活
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。

ラ
ン
モ
ッ
ク
カ
フ
ェ
で

　

今
年
５
月
５
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
ラ
ン
モ
ッ
ク
カ
フ
ェ

（
八
尾
市
若
草
町
４

−

１
）

で
、
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
個
展
が

12
月
７
日
、
８
日
の
２
日
間

開
か
れ
た
。

　

宮
城
県
石
巻
市
出
身
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
、
天
野
由
紀
さ

ん（
24
）が
作
品
を
写
真
で
展

示
。
大
阪
で
働
い
て
い
た
天

野
さ
ん
は
東
日
本
大
震
災
の

後
、
地
元
に
帰
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
壁
画
、
シ
ャ
ッ
タ

ー
の
絵
、室
内
装
飾
を
行
う
。

吉
岡
秀
人
医
師
が
立
ち
上
げ

た
「
ジ
ャ
パ
ン
ハ
ー
ト
こ
ど

も
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
外

壁
も
手
が
け
た
。

　

天
野
さ
ん
の
活
動
に
賛
同

し
た
若
者
た
ち
が
集
ま
り
、

天
野
さ
ん
を
応
援
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ラ
ン
モ
ッ
ク
カ

フ
ェ
の
船
長（
店
長
）、田
川

直
知
さ
ん（
30
）も
そ
の
一
人
。

　

田
川
さ
ん
は
震
災
復
興
を

手
伝
っ
た
後
八
尾
に
戻
り
、

昨
年
９
月
か
ら
友
人
と
一
緒

に
カ
フ
ェ
を
作
り
始
め
た
。

ま
さ
に
手
作
り
の
作
業
だ
。

カ
フ
ェ
の
テ
ー
マ
は
旅
と
ワ

ン
ピ
ー
ス
（
仲
間
を
大
切
に

す
る
ア
ニ
メ
）
だ
。

石
巻
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト  

天
野
由
紀
さ
ん

朝礼ジャーナリスト　黒河龍二

朝礼拝見「感謝」の朝礼－10－

谷
畑
氏
と
長
尾
氏
が
接
戦

　

第
２
回
八
尾
の
教
育
を
す

る
会
が
12
月
５
日
に
八
尾
商

工
会
議
所
（
八
尾
市
清
水
町

１
）
で
開
か
れ
た
。
教
育
関

係
者
ら
10
人
が
集
い
、
２
時

間
に
わ
た
っ
て
熱
い
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。

　

呼
び
か
け
た
の
は
、
道
徳

教
育
を
推
進
す
る
八
尾
市
議

会
議
員
、
吉
村
わ
さ
じ
さ
ん

（
62
）。
八
尾
市
内
の
小
中
学

校
を
回
る
中
で
、
八
尾
の
教

育
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し
た

い
と
い
う
思
い
が
募
り
、
こ

の
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

11
月
９
日
に
第
１
回
を
開

き
、
手
応
え
を
感
じ
た
吉
村

さ
ん
は
、
ま
ず
は
会
を
重
ね
、

小
中
学
校
の
先
生
、
市
議
会

議
員
、
親
学
推
進
者
、
教
育

に
関
心
を
持
つ
親
ら
に
集

ま
っ
て
も
ら
い
、
議
論
を
交

わ
す
こ
と
に
し
た
。
議
論
に

よ
っ
て
、
何
が
問
題
な
の
か
、

そ
れ
を
解
決
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
を
導
き
出

そ
う
と
し
て
い
る
。

　

会
に
参
加
し
た
東
大
阪
市

で
整
骨
院
を
営
む
森
井
隆
喜

さ
ん（
41
）は
「
有
意
義
な
議

論
が
で
き
て
、
希
望
が
持
て

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

第
３
回
は
来
年
１
月
を
予
定

し
て
い
る
。

八尾の教育をよくする会
熱い議論が交わされる

オ
ー
デ
ィ
ン
と
向
か
い
合
っ
て
朝
礼
を

す
る
永
井
純
さ
ん

衆
院
選
、終
盤
戦
を
迎
え
る

大
阪
府
第
14
区
選
挙
区
の
候
補
者

第２回

「教育問題に残りの人生をかけます」
と話す吉村わさじさん

Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
個
展
開
催

　

天
野
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら

も
石
巻
の
復
興
の
た
め
全
力

で
取
り
組
む
と
い
う
。
問
い

合
わ
せ
は
ラ
ン
モ
ッ
ク
カ
フ

ェ
（
☎
０
７
２
・
９
７
０
・
６

１
３
４
）へ
。

左から２人目が田川直知さん、３人目が天野由紀さん
（ランモックカフェで震災復興の仲間と）

　

映
画
「
渾
身
」
は
20
年
に

一
度
の
古
典
相
撲
を
中
心
に

親
子
の
絆
、
地
域
の
つ
な
が

り
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。

隠
岐
の
島
の
雄
大
な
自
然
の

中
で
人
は
独
り
で
は
な
い
、

皆
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
だ
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て

い
る
。

　

主
人
公
は
許
嫁
と
の
結
婚

式
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
、
駆
け

落
ち
し
て
都
会
へ
。し
か
し
、

故
郷
、
隠
岐
の
島
が
自
分
の

暮
ら
す
場
所
だ
と
思
い
知
り

帰
る
。
子
ど
も
は
産
ま
れ
る

が
奥
さ
ん
は
病
気
で
亡
く
な

る
。
男
や
も
め
の
生
活
。
し

か
し
、
地
域
の
人
た
ち
が
食

事
や
子
供
の
面
倒
を
み
る
。

妻
の
幼
な
じ
み（
ヒ
ロ
イ
ン
）

と
三
人
の
生
活
が
始
ま
る
が

子
ど
も
は
な
か
な
か
「
お
母

さ
ん
」
と
呼
べ
な
い
。

　

主
人
公
は
古
典
相
撲
に
出

る
と
、
ひ
た
す
ら
に
練
習
。

や
っ
と
大
関
に
選
ば
れ
た
。

相
手
は
島
一
番
強
い
。
誰
も

が
勝
負
は
決
ま
っ
て
い
る
と

思
う
…
…
。 

　

主
人
公
が
黙
々
と
隠
岐
の

台
地
、
家
並
み
を
走
る
シ
ー

ン
。
ヒ
ロ
イ
ン
が
砂
浜
で
子

ど
も
と
遊
ぶ
シ
ー
ン
。
地
区

長
が
責
任
を
持
っ
て
主
人
公

を
応
援
す
る
シ
ー
ン
。
何
気

な
い
普
通
の
暮
ら
し
の
中
に

言
葉
に
表
せ
な
い
心
情
が
溢

れ
出
て
い
る
。
ま
さ
に
日
本

の
心
こ
こ
に
あ
り
。

　

来
年
１
月
12
日
、
松
竹
系

で
全
国
公
開
。

映画「渾身」

日本の心ここにあり
出雲ピクチャー「渾身」ＰＲ担当

石橋　直之

映画「渾身」のワンシーン


